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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原稿を照明するための赤、緑、青の三原色を発光するエレクトロルミネッセンス素子を
それぞれ有し、透光基板上の中心線を挟んだ両側に発光効率の低い青を発光するエレクト
ロルミネッセンス素子が配置され、前記配置された青を発光するエレクトロルミネッセン
ス素子の前記中心線とは反対側に他の色を発光するエレクトロルミネッセンス素子が配置
され、前記透光基板が読取原稿と平行かつ近接配置される光源と、前記原稿からの反射光
を光電変換し、この光電変換された電気信号によって原稿の画像情報を読取るイメージセ
ンサと、を具備し、前記光源は、前記エレクトロルミネッセンス素子を制御することで光
の色を順次切り替えながら前記透光性基板を介して前記原稿の読み取り位置に光を照射し
、一方、前記イメージセンサは、前記原稿の読み取り位置から前記透光基板の前記中心線
を透過して入射する反射光を前記原稿に照射される光の色毎に順次切り替えて読取ること
を特徴とする画像読取装置。
【請求項２】
　前記エレクトロルミネッセンス素子の端部の幅を中央部の幅よりも広くしたことを特徴
とする請求項１記載の画像読取装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、エレクトロルミネッセンス素子を用いた画像読取装置に関する。
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【０００２】
【従来の技術】
従来より、カラー画像読取装置は、赤（以下Ｒという）、緑（以下Ｇという）、青（以下
、Ｂという）の波長域で発光する３つの光源を持っていた。そして、この３つの光源を順
次切り替えながら原稿に照射することで、原稿のカラー画像情報を読取っていた。
【０００３】
図１３は、従来のカラー画像読取装置の構成を示した図である。この図を使用して従来の
画像読取装置について説明する。
【０００４】
まず、読取られる原稿１３０１は、光源１３０２Ｒ，１３０２Ｇ，１３０２Ｂにより照明
される。光源１３０２Ｒは赤、光源１３０２Ｇは緑、光源１３０２Ｂは青で発光する。こ
こで、光源１３０２Ｒ、１３０２Ｇ、１３０２Ｂは蛍光灯である。
【０００５】
カラー読取を行うには、まず、光源１３０２Ｒ、１３０２Ｇ、１３０２Ｂを順次点灯させ
て、照明光１３０３Ｒ，１３０３Ｇ，１３０３Ｂで原稿を照明する。この照明光は原稿１
３０１で反射し、反射光１３０４となりレンズ１３０５を介してイメージセンサ１３０６
に入射する。イメージセンサ１３０６は、この光を光電変換し、光強度に応じた電気信号
にする。この電気信号は、図示されないＡ／Ｄ変換器でデジタル化され、各色に分解され
たカラー画像データとして読取られる。
【０００６】
このようにして、従来の画像読取装置は、順次、光源１３０２Ｒ，１３０２Ｇ，１３０２
Ｂが発する色に対応した色に分解されたカラー画像情報を読取ることで、原稿１３０１の
カラー画像データを読取る。
【０００７】
また、光源１３０２Ｒ、１３０２Ｇ、１３０２Ｂは、インバータ１３０７Ｒ，１３０７Ｇ
，１３０７Ｂを用いて点灯するようになされている。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、従来のカラー画像読取装置は、光源に用いられる蛍光灯で原稿を照明するために
高周波点灯を行う必要があった。このため、従来の画像読取装置には、インバータが必要
となっていた。よって、コストが増加し、かつインバータを実装するためのスペースも必
要となっていた。
【０００９】
また、原稿を均一に照明するためには、蛍光灯の端からは光を発しないことを考慮に入れ
て、原稿の幅より蛍光灯の長さを長くする必要があった。一例としては、Ａ４サイズ（２
１０ｍｍから２１６ｍｍ）の原稿幅を照明するには、約２７０ｍｍの長さが必要となって
いた。
【００１０】
さらに、蛍光灯は、蛍光体の応答性が悪いため、色の切替えを高速に行えない。このため
、蛍光灯を光源としたカラー画像読取装置においては、色分解が悪くなり、複数の光線の
色が混じるという問題があった。よって、蛍光灯を光源としたカラー画像読取装置におい
ては、高速な読取を行うのは困難であった。
【００１１】
また、従来より、光源に蛍光灯でなくＬＥＤを用いた形態も考えられている。しかし、Ｌ
ＥＤを光源に用いた画像読取装置は、ＬＥＤは輝度が低いうえに、基本的に点光源である
ため充分な明るさを得にくいという問題があった。このため、ＬＥＤを線上に並べて光源
にすることが考えられているが、コストアップを招くという問題が生じていた。
【００１２】
この問題を解決するために、高輝度特性をもつ窒化ガリウム系の材料を用いたＬＥＤを用
いる形態を用いることも考えられている。しかし、窒化ガリウム系の材料を用いたＬＥＤ
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は従来のＬＥＤと比較して非常に高価であるという問題がある。このため、ライトガイド
と呼ばれる導光系の端部に１個から２個の窒化ガリウム系の材料のＬＥＤを配置すること
によって原稿全体を照明することも考えられている。しかし、構成が複雑になるという問
題があり、また使用するＬＥＤが少ないため大光量を得ることもできないという問題もあ
った。
【００１３】
また、特開平６－２８４２５７号に記載されているように、光源としてエレクトロルミネ
ッセンス素子（以下、ＥＬ素子という）を用いる形態も提案されている。しかし、この公
報にはモノクロの画像読取のみ開示されており、カラー画像読取に適用する方法について
は何ら開示されておらず、カラー画像読取にＥＬ素子を用いる方法は開示されていない。
【００１４】
また、ＥＬ素子はその発光する色によって発光効率が違うため、ＥＬ素子の発光色による
発光効率の違いを補うことが課題となる。
【００１５】
本発明は、かかる点に鑑みてなされたものであり、光源にＥＬ素子を用いて構成を簡略す
ることにより小型化され、かつ読取能力が向上されたカラー画像読取装置を実現可能な画
像読取装置を提供することを目的とする。
【００１６】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、原稿を照明するための赤、緑、青の三原色を発光するエレクトロルミネッセ
ンス素子をそれぞれ有し、透光基板上の中心線を挟んだ両側に発光効率の低い青を発光す
るエレクトロルミネッセンス素子が配置され、前記配置された青を発光するエレクトロル
ミネッセンス素子の前記中心線とは反対側に他の色を発光するエレクトロルミネッセンス
素子が配置され、前記透光基板が読取原稿と平行かつ近接配置される光源と、前記原稿か
らの反射光を光電変換し、この光電変換された電気信号によって原稿の画像情報を読取る
イメージセンサと、を具備し、前記光源は、前記エレクトロルミネッセンス素子を制御す
ることで光の色を順次切り替えながら前記透光性基板を介して前記原稿の読み取り位置に
光を照射し、一方、前記イメージセンサは、前記原稿の読み取り位置から前記透光基板の
前記中心線を透過して入射する反射光を前記原稿に照射される光の色毎に順次切り替えて
読取る構成とする。
【００１７】
このように光源にエレクトロルミネッセンス素子を用いることで、画像読取装置の構成が
簡略され小型化される。また、エレクトロルミネッセンス素子が面発光する特性を利用し
て、効果的に原稿に光を照射することにより、カラー画像読取の能力が向上される。
【００１８】
【発明の実施の形態】
　本発明の第１の態様にかかる画像読取装置は、原稿を照明するための赤、緑、青の三原
色を発光するエレクトロルミネッセンス素子をそれぞれ有し、透光基板上の中心線を挟ん
だ両側に発光効率の低い青を発光するエレクトロルミネッセンス素子が配置され、前記配
置された青を発光するエレクトロルミネッセンス素子の前記中心線とは反対側に他の色を
発光するエレクトロルミネッセンス素子が配置され、前記透光基板が読取原稿と平行かつ
近接配置される光源と、前記原稿からの反射光を光電変換し、この光電変換された電気信
号によって原稿の画像情報を読取るイメージセンサと、を具備し、前記光源は、前記エレ
クトロルミネッセンス素子を制御することで光の色を順次切り替えながら前記透光性基板
を介して前記原稿の読み取り位置に光を照射し、一方、前記イメージセンサは、前記原稿
の読み取り位置から前記透光基板の前記中心線を透過して入射する反射光を前記原稿に照
射される光の色毎に順次切り替えて読取る構成を採る。
【００１９】
このように光源にエレクトロルミネッセンス素子を用いることで、原稿のカラー画像情報
を読取る画像読取装置の構成が簡略され小型化される。
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【００２０】
また、このように構成することで、確実に光源から原稿に照射される色毎に分離されたカ
ラー画像情報を読取ることができるので、原稿のカラー画像データを確実に読取ることが
できる。
【００２２】
　また、このように構成することにより、光源を効果的に小型化できるだけでなく、光源
を原稿に密接して配置することができる。このため、画像読取能力を向上することができ
る。
【００２４】
　また、このように構成することで、発光効率の低い色の光を強く原稿に当てることがで
きるため、色に応じて原稿に照射される輝度の差を無くせる。このため、原稿のカラー画
像の読取能力が向上する。
【００２７】
　本発明の第２の態様は、第１の態様にかかる画像読取装置において、前記エレクトロル
ミネッセンス素子の端部の幅を中央部の幅よりも広くしたことを特徴とする。
【００２９】
以下、図面を参照しながら本発明の実施の形態について詳細に説明する。
【００３０】
本発明は、エレクトロルミネッセンス素子（以下、ＥＬ素子という）をカラー画像読取装
置の光源に採用したものである。カラー画像読取装置の光源にＥＬ素子を使用した構成と
しては、（１）ＴＶなどのＣＲＴと同様に赤、緑、青の素子を配列する方式、（２）白色
発光とカラーフィルターを組み合わせる方式、（３）青色発光と色変換層を組み合わせる
方式、等が考えられる。
【００３１】
（１）の方式は、（２）の方式または（３）の方式のような色変換層を使用せず、発光の
利用効率が良い。よって、本発明では（１）の方法を中心に説明する。
【００３２】
（実施の形態１）
図１は、本発明の実施の形態１にかかるカラー画像読取装置の構成を示している図である
。この図を使用して、実施の形態１にかかるカラー画像読取装置について詳細に説明する
。
【００３３】
読取られる原稿１０１は、光源１０２から光が照射される。
【００３４】
光源１０２は、ガラス基板１０３の原稿１０１に対して反対側に赤色の波長の光を発する
ＥＬ素子１０４Ｒ、緑色の波長の光を発するＥＬ素子１０４Ｇ、青色の波長の光を発する
ＥＬ素子１０４Ｂを配置した構造をとっている。
【００３５】
また、光源１０２は、原稿１０１の近傍であって、かつ原稿１０１に対して斜めに配置さ
れている。このため、光源１０２は、原稿１０１に対して斜め方向から光を照射する。
【００３６】
光源１０２は、ＥＬ素子１０４Ｂが他のＥＬ素子１０４Ｒ、１０４Ｇと比較して発光効率
が低いため、ＥＬ素子１０４Ｂは原稿に光を照射する位置に最も近く配置されている。こ
れは、原稿１０１に対して垂直に近い角度で光を入射したほうが反射光が強くなるからで
ある。
【００３７】
ＥＬ素子１０４Ｒ，１０４Ｇ，１０４Ｂは、原稿１０１の読み取り点に対して効率的に光
が当たるように、その面を原稿１０１の読み取り点に向かって傾斜して取り付けられてい
る。
【００３８】
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レンズ１０５は、原稿からの反射光をイメージセンサ１０６に結像するためのレンズであ
る。
【００３９】
イメージセンサ１０６は、結像した像から光の情報を光の強さに応じた電気信号に光電変
換し出力する。
【００４０】
また、光源１０２から発せられる光の色に三原色を適用しているので、色分解が明確にな
されるので、色分離されたカラー画像の読取を効果的にできる。
【００４１】
また、原稿１０１はローラ１０７ａおよび１０７ｂに挟まれており、ローラ１０７ａ，１
０７ｂが回転することにより、矢印１０８の方向に送られるようになされている。
【００４２】
以下、本発明の特徴である光源１０２について図を用いて詳細に説明する。
【００４３】
図２は、実施の形態１にかかるＥＬ素子の構成図である。ここで、光源１０２の詳細な説
明をする前に、図２を使用してＥＬ素子についての説明をする。
【００４４】
電界発光を利用したＥＬ素子は、自己発光で、かつ完全固体素子である。このため、耐衝
撃性にすぐれるなどの特徴を有することから、各種表示装置における発光素子としての利
用が注目されている。
【００４５】
このＥＬ素子には、発光材料に無機化合物を用いてなる無機ＥＬ素子と有機化合物を用い
てなる有機ＥＬ素子とがある。このうち、有機ＥＬ素子は、印加電圧を大幅に低くできる
うえに、消費電力が小さい。また、有機ＥＬ素子は、小型化が容易であるうえに、面発光
が可能であり、さらに三原色発光も容易である。このため、有機ＥＬ素子は、次世代の発
光素子として研究開発が活発になされている。本発明では、有機ＥＬ素子を光源に採用し
ている。
【００４６】
ＥＬ素子１０４は、ガラス基板１０３上に、ＩＴＯ（酸化インジウムにすずを混ぜたもの
）である透明電極２０１、発光層２０２、Ｍｇ（マグネシウム）／Ａｇ（銀）などである
背面電極２０３を順次積層して作成されている。
【００４７】
ガラス基板１０３は、発光した光を透過するような透明度を持ったガラスで構成されてい
る。また、生産性、コスト面を考えてガラス基板１０３の厚さは１ｍｍ前後にされている
。
【００４８】
発光層２０２は、マイナスの電荷（電子）が流れやすい電子輸送層２０４とプラスの電荷
（電子の抜け穴である正孔）が流れやすい正孔輸送層２０５からなる。
【００４９】
正孔輸送層２０５は、透明電極２０１と接し、電子輸送層２０４は、背面電極２０３と接
するように積層されている。電子輸送層２０４と正孔輸送層２０５を合わせた厚さは、千
分の１ｍｍ以下である。
【００５０】
次に、ＥＬ素子１０４の発光動作について図２を使用して説明する。
【００５１】
背面電極２０３側をマイナスに、透明電極２０１側をプラスに直流電圧をかけると、背面
電極２０３からはマイナスの電荷をもつ電子が電子輸送層２０４に流れ込み、透明電極２
０１側から正孔が正孔輸送層２０５に流れ込む。電子と正孔は電子輸送層２０４と正孔輸
送層２０５の接合面に達し、この界面でマイナスの電子とプラスの正孔はお互い引き付け
あい、ちょうど電子が抜け殻である正孔を埋めるように接合する。この結合を電子が正孔
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と再結合するという。この時、電子のエネルギーが光の形で放出される。
【００５２】
このように、ＥＬ素子１０４は、有機薄膜に電気を加えてプラスとマイナスの直流電流を
流すことによって発光する。また、印加される直流電圧は１０～１５Ｖであるため、一般
のカラー画像読取装置では容易に使用できる電圧である。
【００５３】
また、カラー画像読取装置の光源は、Ｒ／Ｇ／Ｂの光を切り替えて発光させるために、高
速な応答速度が要求されている。しかし、ＥＬ素子１０４は、発光素子の応答速度、つま
り電圧を印加してから、発光するまでの時間、電圧を切ってから消灯するまでの時間が百
万分の一秒と非常に高速である。このため、ＥＬ素子１０４はカラー画像読取装置の光源
には非常に適している。
【００５４】
図３は、実施の形態１にかかる光源の構成を説明するための拡大断面図である。この図を
使用して、実施の形態１にかかる光源について詳細に説明する。
【００５５】
光源１０２は、ガラス基板１０３にＥＬ素子１０４Ｒ，１０４Ｇ，１０４Ｂが取付けられ
ている構造になっている。
【００５６】
ＥＬ素子１０４Ｒは赤の波長域の光を発するＥＬ素子であり、ＥＬ素子１０４Ｇは緑の波
長域の光を発するＥＬ素子であり、ＥＬ素子１０４Ｂは青の波長域の光を発するＥＬ素子
である。
【００５７】
このような構成により、光源１０２は、ＥＬ素子１０４Ｒ，１０４Ｇ，１０４Ｂから発せ
られる光によって、赤、緑、青の光をガラス基板１０３を介して発光するようになってい
る。
【００５８】
また、このように、光源１０２から発せられる光の色に三原色を適用することで、光の色
の差別が明確になるので、色分離されたカラー画像の読取を効果的にできる。
【００５９】
図４は、実施の形態１にかかる光源の上面図である。この図を使用して、どのように光源
１０２にＥＬ素子１０４Ｒ，１０４Ｇ，１０４Ｂが設けられているか説明する。
【００６０】
光源１０２のガラス基板１０３上には、ＥＬ素子１０４Ｒ，１０４Ｇ，１０４Ｂが原稿の
幅方向に配列してある。読取る原稿がＡ４原稿（２１０ｍｍから２１６ｍｍ）のときには
、ガラス基板１０３に配置されるＥＬ素子１０４Ｒ，１０４Ｇ，１０４Ｂの長さ４０１は
、２３０ｍｍ程度が最適な長さとなる。この長さ４０１は、装置の大きさに悪影響を与え
ず、原稿をむらなく照明できる長さである。この長さ４０１が原稿の幅より長くなってい
るのは、原稿をむらなく照明するために、直接上から照射される光だけでなく反射光も考
慮にいれる必要が有るために、原稿の外からも光を照射しなくてはならないからである。
また、Ａ３原稿など他のサイズの原稿用の光源も同様の考え方で寸法を決めることができ
る。
【００６１】
また、ＥＬ素子１０４Ｒの幅４０２Ｒ，ＥＬ素子１０４Ｇの幅４０２Ｇ，ＥＬ素子１０４
Ｂの幅４０２Ｂは、同じになっている。
【００６２】
しかしながら、ＥＬ素子１０４Ｒ，１０４Ｇ，１０４Ｂの発光効率や、レンズや、イメー
ジセンサの各々の波長特性や分解能が異なる。このため、ＥＬ素子１０４Ｒ，１０４Ｇ，
１０４Ｂの幅を変えてこれらの特性差を補うことを考えて、ＥＬ素子１０４Ｒ，１０４Ｇ
，１０４Ｂの幅の最適化すると、様々な変形例が考えられる。
【００６３】
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図５は、実施の形態１にかかる光源の変形例の上面図である。この変形例は青の発光体が
他の色の発光体より発光効率が低いことを考えたものである。またイメージセンサの感度
も青の光に対しては、他の色より低くなっている。
【００６４】
変形例の光源１０２ａには、ＥＬ素子１０４Ｒ，ＥＬ素子１０４Ｇ，ＥＬ素子１０４Ｂが
長さ４０１で配列してある。この長さ４０１は、図４の長さ４０１と同一である。
【００６５】
光源１０２ａに配列されたＥＬ素子１０４Ｂの幅５０１Ｂの幅は、ＥＬ素子１０４Ｒの幅
５０１Ｒ，ＥＬ素子１０４Ｇの幅５０１Ｇよりも広くなっている。このため、ＥＬ素子１
０４Ｂの表面積が他のＥＬ素子１０４Ｒ、１０４Ｇの表面積より大きくなっている。この
ように、ＥＬ素子１０４Ｂの表面積を大きくすることで他の色の発光体より発光効率が低
いことを補うことができる。
【００６６】
図６は、実施の形態１にかかる光源の縮小光学系に用いる変形例の上面図である。この変
形例では、レンズのコサイン４乗則の特性により、レンズの周辺部がレンズの中央より暗
くなる特性を考慮している。
【００６７】
この変形例の光源１０２ｂには、ＥＬ素子１０４Ｒ，ＥＬ素子１０４Ｇ，ＥＬ素子１０４
Ｂが長さ４０１で配列してある。この長さ４０１は、図４の長さ４０１と同一である。
【００６８】
光源１０２ｂに配列されたＥＬ素子１０４Ｒの端部の幅６０１Ｒ，ＥＬ素子１０４Ｇの端
部の幅６０１Ｇ、ＥＬ素子１０４Ｂの端部の幅６０１Ｂは、ＥＬ素子１０４Ｒの中央の幅
６０２Ｒ，ＥＬ素子１０４Ｇの中央の幅６０２Ｇ，ＥＬ素子１０４Ｂの中央の幅６０２Ｂ
よりも広くなっている。
【００６９】
このような構成にすることにより、ＥＬ素子１０４Ｒ、１０４Ｇ、１０４Ｂの端部の発光
効率があがるので、レンズを介しても原稿をむらなく照射することができる。
【００７０】
上記のように、光源の形態については様々な変形例が考えられるが、以下の実施の形態１
の説明では図４の光源を採用する。
【００７１】
以下、実施の形態１にかかる画像読取処理のカラー画像読取動作について説明する。
【００７２】
図７は、実施の形態１にかかる光源の各ＥＬ素子の点灯時間の制御を説明するためのタイ
ミング図である。図１および図７を使用して、光源１０２の動作および実施の形態１にか
かる読取り動作について説明する。
【００７３】
まず、ｔ０において、ＥＬ素子１０４Ｒに電圧をかけて点灯させて、赤色の光線１０９Ｒ
を原稿に照明する。
【００７４】
この光線１０９Ｒは、ガラス基板１０３を透過して原稿１０１に達し、原稿１０１で反射
され反射光１１０となる。この反射光１１０は、レンズ１０５に入射し、レンズ１０５に
よって結像された光線１１１になり、イメージセンサ１０６に結像される。
【００７５】
光線１１１は、イメージセンサ１０６で光の強さに応じた電気信号に光電変換され、電気
信号１１２として出力される。この電気信号１１２は図示しないＡ／Ｄ変換器でデジタル
化され画像データとなる。このようにして原稿１０１の赤色に対応した部分の画像情報が
得られる。
【００７６】
ｔ１において、ＥＬ素子１０４Ｒにかかる電圧を０にし発光を停止するとともに、ＥＬ素
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子１０４Ｇに電圧をかけて点灯させて、緑色の光線１０９Ｇを原稿に照明する。その後の
処理については、ＥＬ素子１０４Ｒから光線１０９Ｒが原稿１０１に照射された場合と同
じなので説明を省略する。
【００７７】
このように、ＥＬ素子１０４Ｇから光線１０９Ｇが原稿に照射されることで原稿１０１の
緑色に対応した画像情報が得られる。
【００７８】
ｔ２において、ＥＬ素子１０４Ｇにかかる電圧を０にし発光を停止するとともに、ＥＬ素
子１０４Ｂに電圧をかけて点灯させて、青色の光線１０９Ｂを原稿に照明する。その後の
処理については、ＥＬ素子１０４Ｒ、１０４Ｇから光線１０９Ｒ、１０９Ｇが原稿１０１
に照射された場合と同じなので説明を省略する。
【００７９】
このように、ＥＬ素子１０４Ｂから光線１０９Ｂが原稿に照射されることで原稿１０１の
青色に対応した画像情報が得られる。
【００８０】
ｔ３において、ＥＬ素子１０４Ｂにかかる電圧を０にし発光を停止する。また、ｔ０～ｔ
１間、ｔ１～ｔ２間、ｔ２～ｔ３間の時間はすべて同じΔｔである。
【００８１】
しかし、光源１０２は、ＥＬ素子１０４Ｂが他のＥＬ素子１０４Ｒ、１０４Ｇと比較して
原稿に光を照射する位置に最も近く配置されている。このようにして、ＥＬ素子１０４Ｂ
の発光効率が低いことを補っている。
【００８２】
すべてのＥＬ素子１０４Ｒ、１０４Ｇ、１０４Ｂの発光時間を同じにしているが、ＥＬ素
子１０４Ｂを原稿１０１の照射位置に最も近く配置しているため、ＥＬ素子１０４Ｂの発
光効率が他のＥＬ素子１０４Ｒ、１０４Ｇより低いことは補われている。
【００８３】
このように、原稿１０１の各色に対応した画像情報が得られたら、次に原稿１０１はロー
ラ１０７ａ，１０７ｂにより、矢印１０８の方向に送られ、次の原稿の位置の画像情報を
読取る。
【００８４】
この処理を繰り返すことにより、原稿１０１全体のカラー画像情報を読取られる。
【００８５】
また、ＥＬ素子１０４Ｒ，１０４Ｇ，１０４Ｂの発光効率を考えて、ＥＬ素子１０４Ｒ，
１０４Ｇ，１０４Ｂの点灯時間制御を最適化することも考えられる。
【００８６】
図８は、実施の形態１にかかる光源の各ＥＬ素子の点灯時間の制御の変形例を説明するた
めのタイミング図である。
【００８７】
この変形例では、ＥＬ素子１０４Ｂの照射をｔ２からｔ４の間にしている。この間の時間
は２Δｔとなっている。このように、発光効率の悪いＥＬ素子１０４Ｂの照射時間を長く
することにより、ＥＬ素子１０４Ｂの発光効率が他のＥＬ素子１０４Ｒ，１０４Ｇより悪
いことを補うことができる。
【００８８】
なお、図８では、ＥＬ素子１０４Ｂの照射時間を２Δｔとしたが、ＥＬ素子１０４Ｂの発
光効率を考慮し、照射時間を２Δｔ以外にすることも可能である。
【００８９】
以上説明したように、実施の形態１は光源にＥＬ素子を用いるので、光源が大幅に小型化
される。また、従来の蛍光灯を用いた光源に必要であったインバータなどの装置が不用に
なる。よって、カラー画像読取装置全体の実装体積やコストが大幅に低減される。
【００９０】
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また、ＥＬ素子１０４Ｒ，１０４Ｇ，１４０Ｂは面発光するために、光源にＬＥＤを用い
た場合に必要な、ライトガイドも必要無くなる。
【００９１】
また、実施の形態１によれば、ＥＬ素子の発光色による発光効率を補えるので、読取能力
の低下も防止できる。
【００９２】
さらに、実施の形態１では、主に光源に図４の光源、光源の制御は図７の方法を用いて説
明したが、光源に図５または図６の光源、光源の制御に図８の方法を適用、または、これ
らを組み合わせることででＥＬ素子の発光色による発光効率を効果的に補うことができる
。
【００９３】
（実施の形態２）
図９は、本発明の実施の形態２にかかるカラー画像読取装置の構成を示している図である
。この図を使用して、実施の形態２にかかるカラー画像読取装置について詳細に説明する
。なお、既に説明したものについては同一の符号を付与してある。
【００９４】
実施の形態２は、光源９０１を除いて実施の形態１と同じ構成である。
【００９５】
光源９０１は、ガラス基板１０３が原稿１０１と平行に、かつ近接して配置されている。
実際には、光源９０１と原稿１０１との距離は、１ｍｍ程度になっている。
【００９６】
このため、実施の形態１に比べて大幅な発光効率の向上がなされている。また、光源９０
１と原稿１０１との距離が近いため、カラー画像読取装置が小型化されている。
【００９７】
図１０は、実施の形態２にかかる光源の上面図である。この図を使用して実施の形態２に
かかる光源の構成について詳細に説明する。すでに説明したものと同一のものには同一の
符号を付与してある。
【００９８】
光源９０１は、中心線９０１を挟んでＥＬ素子１０４Ｂが二本設けられている。さらに、
光源９０１は、原稿の読み取り点に近い位置にＥＬ素子１０４Ｂを配置している。このた
め、ＥＬ素子１０４Ｂの発光効率が、他のＥＬ素子１０４Ｒ，１０４Ｇより低いことが補
われている。
【００９９】
次に、実施の形態２にかかる画像記録装置の動作について図９を使用して説明する。
【０１００】
ＥＬ素子１０４Ｒ，１０４Ｇ，１０４Ｂの制御については、実施の形態１と同様であるの
で省略する。
【０１０１】
光源９０１から発せられた光は、ガラス基板１０３を介して原稿１０１の読み取り位置に
照射される。この光は、原稿１０１から反射して、光源９０１のガラス基板１０３の中心
位置、つまり図１０の中心線９０１を介してレンズ１０５に到達する。
【０１０２】
その後の動作については実施の形態１と同様なので省略する。
【０１０３】
このように実施の形態２では、原稿から反射した光を、光源のガラス基板を通してレンズ
に到達するようにしたため、光源を原稿に近づけることが可能になった。このため、カラ
ー画像読取装置を小型化することができるとともに、光源の原稿に対する照射効率を向上
することができる。
【０１０４】
また、青色の光を発光するＥＬ素子を複数、かつ原稿の読み取り位置に近く設けることに
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より、青色の光を発光するＥＬ素子の発光効率が低いことを補える。
【０１０５】
さらに、光源に配置するＥＬ素子の幅を図５、図６のように変えたり、図７に示されるよ
うに照射時間を変えることを併用することで、より一層青色の光を発光するＥＬ素子の発
光効率が低いことを補える。
【０１０６】
なお、各ＥＬ素子の点灯時間の制御の図８に記載のタイミングを採用することにより、青
色の光を発光するＥＬ素子の発光効率が低いことを効果的に補える。
【０１０７】
（実施の形態３）
実施の形態３では、ＥＬ素子を使った光源を密着イメージセンサに適用している。
【０１０８】
図１１は、実施の形態３にかかる密着イメージセンサの構成を示す図である。なお、既に
説明したものと同一のものには同一の符号を付与してある。
【０１０９】
密着イメージセンサ１１０１が、実施の形態１または実施の形態２で説明したような縮小
光学系の画像読み取り装置と異なるのは、原稿１０１の幅と同一の幅の長さを持つ横長形
状のイメージセンサ１１０２を持つ点と、イメージセンサ１１０２に原稿１０１からの反
射光を結像するための等倍結像光学系のレンズアレイ１１０３を持つ部分が違う点である
。その他の構成および動作については、実施の形態１と同一であるので省略する。
【０１１０】
このような密着型のイメージセンサ１１０１は、縮小光学系のセンサのような長い光路長
が不要であるため、小型化される。また、イメージセンサ１１０２の画素サイズは読取り
サイズと一致するため、高い感度が得られる。さらに、光源１０２、レンズ１１０３、イ
メージセンサ１１０２を一体構造にできるため、小型化されるだけでなく、装置調整上の
利点もある。
【０１１１】
このように、ＥＬ素子を用いた光源１０２は、非常に小さく、直流の定電圧で点灯するた
め、密着イメージセンサ１１０１の光源として適している。また、ＥＬ素子の形状は図４
のように原稿１０１と同じ、もしくは広くもできるので密着イメージセンナの光源として
使いやすい。
【０１１２】
ここで、密着イメージセンサに実施の形態２で採用した光源を使用した変形例について説
明する。
【０１１３】
図１２は、実施の形態３にかかる密着イメージセンサの変形例の構成を示す図である。な
お、既に説明したものと同一のものには同一の符号を付与してある。
【０１１４】
この例では、光源９０１を読み取りガラスとして使用している。よって、イメージセンサ
１１０１よりもさらに構成が簡単になっている。また、原稿１０１と光源９０１との位置
が非常に近いため、発光効率も向上している。
【０１１５】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、光源にＥＬ素子を用いて構成を簡略することによ
り小型化され、かつ読取能力が向上されたカラー画像読取装置を実現可能な画像読取装置
を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１は、本発明の実施の形態１にかかるカラー画像読取装置の構成を示す図
【図２】実施の形態１にかかるＥＬ素子の構成図
【図３】実施の形態１にかかる光源の構成を説明をするための拡大断面図
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【図４】実施の形態１にかかる光源の上面図
【図５】実施の形態１にかかる光源の変形例の上面図
【図６】実施の形態１にかかる光源の縮小光学系に用いる変形例の上面図
【図７】実施の形態１にかかる光源の各ＥＬ素子の点灯時間の制御を説明するためのタイ
ミング図
【図８】実施の形態１にかかる光源の各ＥＬ素子の点灯時間の制御の変形例を説明するた
めのタイミング図
【図９】本発明の実施の形態２にかかるカラー画像読取装置の構成を示す図
【図１０】実施の形態２にかかる光源の上面図
【図１１】本発明の実施の形態３にかかる密着イメージセンサの構成を示す図
【図１２】実施の形態３にかかる密着イメージセンサの変形例の構成を示す図
【図１３】従来のカラー画像読取装置の構成を示す図
【符号の説明】
１０１　原稿
１０２、９０１　光源
１０３　ガラス基板
１０４Ｒ、１０４Ｇ、１０４Ｂ　エレクトロルミネッセンス素子（ＥＬ素子）
１０５、１１０３　レンズ
１０６、１１０２　イメージセンサ
１１０１、１２０１　密着イメージセンサ

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】
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